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2020 年 12 月 19 日（土）に開催する緩和ケア研修会に際し、下記の通り感染対策を行います。 

 

1．研修会開催に関して 

   開催する会場は、講義室（縦 12.8ｍ、横 12.4ｍ  定員 105 名）を 4 部屋使用し、参加者を 

36 名に絞って開催する。12 名/部屋×3部屋 

（例年の研修会定員 60 名程度を 36 名に絞り開催する。） 

 

2. 会場設営（環境）  

   ① 会場入口の受付に体温計を準備し、検温をする。（非接触型皮膚赤外線体温計を使用） 

   ② 会場入口、グループワークの各テーブルに手指衛生用アルコール、アルコールワイパーを 

設置する。 

③ 予備のマスクを受付に準備する。 

④ 会場出入口ドアは常時開放し、入口と出口は一方通行とする。 

⑤ 窓は一定時間ごとに換気を行う。 

 

3. 会場設営（レイアウト） 

《グループワーク時》 

 ① 1 講義室当たり、受講者の収容人数は 12 名までとする。 

② グループ同士の間隔は 2ｍ以上離す。 

③ 6 名ずつのグループ毎にホワイトボードを設置し、それぞれ 1ｍ以上離れて着席するよう 

椅子を設置する。椅子設置個所には養生テープでマーキングしておく。 

④ 講師およびファシリテーターも離れて座るよう椅子を設置する。 

⑤ あらかじめマイクを準備し、必要に応じて使用し、大きな声を出さないでよいようにする。 

ただし、使用の度にファシリテーターが清拭消毒を行う。 

 

《ロールプレイ時》 

   ① グループ毎に、2ｍ以上離れて座るよう予め床に養生テープでマーキングをしておき椅子 

を設置する。 

② 会話をする際は、なるべく真正面にならないよう 120 度程度を維持するよう促す。 

③ マスクをしてロールプレイを実施する。 

 

4. 参加者に対して 

   ① 感染防止対策について全ての受講者に事前に情報提供し、下記項目に該当がないか確認し 

た上で来場するよう求める。 

          ・発熱（平熱より高い体温、あるいは体温が 37.0℃以上を目安とする。）、咳、呼吸困難、 

            全身倦怠感、頭痛、鼻汁、鼻閉、関節・筋肉痛、下痢、嘔気、嘔吐、味覚障害、嗅覚 

      障害などの症状がある。 



          ・過去 2 週間以内に発熱（平熱より高い体温、あるいは体温が 37.0℃以上を目安とす 

      る。）があった。 

     ・過去 2週間以内に、厚生労働省が「健康状態に異常のない方も含め、自宅などで入国 

      の次の日から起算して 14 日間待機」を求める国・地域から入国している。 

     ・2 週間以内に、新型コロナウイルスの患者に濃厚接触の可能性があり、待機期間内（自 

            主待機も含む）である。 

 

     ② 開催 2 週間以上前に、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）の使用を開始しても 

らう。 

   ③ 受付時に体温測定し（非接触型皮膚赤外線体温計を使用）、健康チェックリストを記入し 

    提出してもらう。 

   ④ 常時マスクの着用、手指衛生を義務付ける。（飲食時以外マスクを外さないよう指示する。） 

        会場入口、グループワークの各テーブルにアルコール消毒液を設置し、受講者には会場へ 

        の入室時と退室時のほか、研修中も適宜手指消毒を促す。アルコールを使えない方には、 

        界面活性剤配合のハンドソープ等による手洗いをお願いする。 

     ⑤ 研修中は換気を定期的に行うため、ひざ掛けやカーディガン等の羽織るものを各自持参 

        してもらう。（衛生上貸与は行わない。） 

     ⑥ 研修中少しでも体調不良を感じた場合は、速やかに申し出て帰宅するよう注意喚起を行 

        う。 

     ⑦ 体調不良等により参加を辞退した方には、次回開催時に優先的に参加ができるよう対処す 

    る。 

 

5．講師・ファシリテーター 

   ① 4．①～④に同じ 

   ② ファシリテーターは各講義室の健康管理担当者として、適宜、環境確認、物品の清拭消毒

の実施および参加者への促しについて責任を持って実践する。 

    今回は 3講義室に分かれることから、同時に Web 動作の確認、質疑への対応にあたる。 

③ 研修会全体の感染対策について有賀悦子が健康管理責任者として各健康管理担当者を統 

括する。健康管理責任者は当日の研修開始に当たり、コースでの感染対策について十分に 

説明する。 

 

6．その他 

   ① 複数人で使用する物（ホワイトボード、マーカーペン、マイク、机、椅子等）は、使用毎 

        にアルコールワイパーを用いて清拭消毒する。 

   ② 受付時は、参加者が間隔をあけて並ぶように、養生テープで 1ｍおきにマーキングしてお 

く。 

   ③ 昼食は個別に、私語を謹んで取るように指示する。（個別に会場外で昼食を取ることも可 

とする） 

   ④ 通常の場合、受講者に提供しているお茶、菓子の提供はせず、研修会開始時に飲み物は各 

        自で用意してもらう。 

   ⑤ 原則として、飲み物は講義室内から外に出て飲むこととする。 

     ⑥ 緊急時には、申込段階で確認済みの携帯番号に連絡を行う。 


